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wlleneSteriliedwith(土)-allethrolone(Table5),
wasresolyedbymeansofanopticallyactive

〟-phenylethylaminesaltinto(+)-and(-)-enan･

tiomers(Figure15).(1R:3lI)-Configurationwas

assignedtothe(+)-JrL711S-acidand(lS:3S)-con･

Ligurationtothe(-)-Jr仰S-acid.Thebioassay

revealedthe(i.)-aIIcthrolone'esterwiththe(+)-

trallS-acid,whichbelongstothesameoptical
seriesasthenaturalchrysanthemumacid,was
themosttoxicandwas33.3timesinknock-down

and20.9timesin mortality astoxicasthe

(-)-trr!ns-acidestcragainstcommonhouseflies,
asthecasewithotherpyrethroids(T.lble6).

Note80ntheRearingMett10doftheBulbIはite,Rhl'zogtuphuSechETZOPue,11台ittgPetriDish.

SeigoKANAMORI,HiroshiStIINOrlARA(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Simizu).Received
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10.ネダニのペ トリ皿飼育に関する2,3の知見 金森正剛･篠原寛 (イハラ出薬研究所)37.6.4受理

ネダニをペトT)皿で累代飼ffするために,9研捕物病原粥と4租の寒天培地とくみあわせた飼育培基

をつくt),ネダニの食性,配収と究刑力の関係を検討し,かつ邦刑の効力判定試験に通し,祝祭が容

易である脚の探邦をおこなった.その気Ii火25oC内外のぶ塊条11-･下において柑橘湖を侵害するミド1)

カビ梢脚Pem'ciLliumdfgitβtlLmSacc.を抜和した
良のAfi果がえられることを知った.

ネダニRhizogly♪hlLSeChinopt̀sFumouzeetRobin

は軽々の球根作物および枇茎作物にたいする融接の加

野,また矧投稿被告作物との相互旧係からもjR表現さ

れ,生温 形闇の光明,ならびに防除薬剤の探芽引こtig

して多くの研兜がなされている.三作者らは望月らによ

る人工飼ffは1)に隅示なえて,適時供試ネダニをうる

ことができ,非剤の室,I_内検定に適する偶政な対 e飼打

法を兄いだすことを目的に,ペト.)皿による飼ffを試

みた.

この純Ll上を批 T_iするにあたり,抑田村,mI校閲を似わ

った当研兜所次長,良沢純火脚土に搾謝の志をまけ る.

増 茎 の 選 択

材料およびJJ-は 柄物病学の分野で班用される輝天
培地に植物稲原菌を接托したものを飼符培誠とし,こ

れにネダニを放朋党殖させた.輝天培地に菌を抜柾し

Potatodextroseagarによる飼育において最

ネダニをlIIT]TT.')に放Lil･]した場合は,ほとんどの増益は難
関のために純然が不吋一拍となるか,矧tkによるネダニ

の実刑阻EiHが1.1ころため,ネダニを朋子脚 油 こ放飼す

る時期は培兆には和したl'Iiの'げ.)'糸が光天培地の誠両を
70-80%以上怒った後とした.まず ジ1･ガイモ培地

(粉末'&天 20gr,砂桝20gr,ジャガイモ 200grの71f(

汁を 1000mlに制空法).比BiEluui(粉末IAS天20gr,珍
地 20gr,彬T3エキス2gr,吋rT'手性連琵粉 5gr,水 1000

ml),チューl)ッブナ()わろし培地 (粉末寒天 20gr,

チュ-1)ップの球根をすりおろしたもの56gr,水1000

ml),以上 1.5kg/cm2,100-1200C30分lN氾熱殺菌

およびアンズ培地 (粉末輝天20gr,ほしアンズ 25gr

を60分Il.lJ六郷し1000mlに邪知したものを pH4にす

る)無加圧 100-120oC30分rlFJ湿熱殺菌した4桓寒天

培地をつくり,柑橘類を侵告するミ11日)カビ柄園,梨熟

班病菌 AllernariaKikuchial‡aTanakaをこれに抜

Table1. Relationshipbetweenthepopulationgrowthandsortsofagarculturemediain
themasscultureofthebulbmite.

Culturemedium I Potato J Misato

Plantpathogene ll語 柁 ｢7,･d･ ^･K･
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越して6紐の飼育培基をつくりこれにネダニを放飼し

た.父拙した親ダニ数から寒天培地の適否を判定した.

なお,ペト1)皿は直径9cmのものを班用しこれに25cc

ずつ分旺し,菌接唖7E]後に雌親ダニ5匹を放飼 し

た.各区6枚をもちい袈1の数字はその平均伯である.

以下いずれの場合も同じ方法でおこなった.

t.(l以上 裁1にしめすごとく,ジャガイモ培地,見里

培地,チュ-1)ップすりおろし培地にミドt)カビ病菌

なはt･nした培姐LTiJの疲高光姫数には大差ないがチュー
リップすりおろし培地が耐分解力に富んでいるように

みうけられた.また,ジャガイモ培地は調製も偶単で

経班もかからない利点がある.梨黒斑病菌をもちいた

飼育培兆のネダニはアンズ培地で若干繁殖数が劣る傾

向がみられた.総体的には梨氾斑病菌をもちいた飼育

培基のネダニは, ミドt)カビ病菌をもちいた飼群増益

のネダニに比較し,いちじるしい光殖数のおくれがみ

られた.このように'雑犬培地のちがいによる光雅致に

は大差なく,これに接班出船させた植物捕原歯の膨饗

をうける3rJi尖は,細菌湛天培地に才腕菌卵を接超した場

合捌 ヒ幼ダニは正招な発育.父娘を遂げることができ

ない2)こととあいまって植物捕原歯の栄益涼としての

韮変性をものがたっている.

培基にもちいる植物病原菌の選択

-JJ'仏 滅2にしめす9位植物捕政菌をジャガイモ培

地には和し光姫した親ダニ数,放飼tEi後の観架の難易
により適否を判起した.試蚊条件は去1と同様である.

細水別け培兆につかう粒物蛸原歯が兆剤の効力判
定試験に通するための先件としては,ネダニの安定し

た光紙が可伐なこと,放飼fEi役の供試ネダニの祝祭が

容封であることなどがあげられるのは前記のとおりで

あり,このような意味から菌糸が伸びすぎ菌核を形成
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するために観察がし難く,かつ光紙数も少ないり.)料

白組蛸歯CoyticiumRolfsiicuyziGoto,稲紋枯捕幽

PelliculariaSasa/n'(Shirai)Matsumotot='-ト立

枯柄菌PeLliculariafiLamer.tosa(Pat)Rogersなど

の担子菌乳 光殖数は不完全菌桝に侶するものに匹敵

するが厚い菌叢のため祝祭が困難な稲ZJ]麻袋枯梢幽

CochliobolusMiyabeanusltoetKuribayashiは不

適当であると考える.全般的に不完全菌獄はこうした

必要条件を充たしているといえるが,なかでもミドリ

カビ病菌が最良のものであると考える.すなわちウリ

獄斐剖病菌Fusariumoxyspoyumf.niveumSnyder

etHansen梨虫斑病菌は早期党姫の両でやや劣りhi朋

rnlで多数の供試ネダニを必要とするには不十分とおも

われる.また,菌糸の性質上観察の容易さにおいても

ミド')カビ捕歯に劣る. ミカンアオカビ蛸IU3'PeTn'cl'･

LliumitaEicumWehmeyは放飼屯後の似箕知ままった
く困難であり,稲熟捕菌PiriculariaOryzLleCavara

は菌糸の分解がきわめてはやいため飼育期閲が知か

い.栽2中書印はhypopusの発生をみたものである.

発生したhypopusを新らしい飼育培姓に移すと,はや

いものは数時間後に脱皮をはじめ48時Wil後にはすべて

deutonymphに発育した.hypopusはprotonymph

とdeutonymph.の仙このみ経過する特別形随で,桝

をとらず,環境条件が不良になった場合ほどproto･

nymphがhypopusになり,ふたたびよい斑矧こなる

とこれが deutonymphに発育する3). この ように

hypopusは飼育培韮内の環境条件の恕化,すなわち

培兆の分解とともに発生が多くなるが,朗仔培兆U)分
脈を促進する原因としてほ飼背中のネダニの吐出WimJ,

増益の出払 湿度がおもなものであると考えられる.ネ

ダニの光殖力については30oCiru後で蚊も活発である

ことはすでに知られているが1),寒天培地,組物柄以

Table2. Relationbetweenkindsofplantpathogenesandpopulationgrowthofthe
bulbmite.

plantpathogene 1 1.DaylS5aft2e.rin2C5ubat3ioon35 日 basC!lrit;tit.onr

CorliciumRolfsii

Basidiomycetes PeELiculariaSasaldi

IWLtcutaria/i'LameluOSa

4

4

5

1

1

2

9

7

51

7

9

27

7

8

7

5

5

5

､difficult

difficult

difficult

Ascomycetes cochh'obotusMl'yabeanusE 5 34 88 37 46 49･Ei-possible

Deuteromycetes

PeniciLliumdigiEatum
P.italicum

ALternariaKikuchiana

FusariumoxysPorum
f.llizJeum

PiyiculariaOyyzae

153 263 308 243+155 68

75 269 232 204★142 121

5 36 87 130★50 67

5 57 59 112★ 85 95

73 178 123 135 105 81

easy(excellent)

impossible
difficult

difficult

easy
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-L'/.iの榊糸よりなる飼ff城北が低Wulほど保71tjJにmむこ
とも'ttei封に抑州される.そこで,E!L,]ffネダニの%'f机
B.'1ffElT兆の良JgJ拝〝の双JJ-にW･ましい先l′トをク117L)ため
に軌UArと班別JJとのl刈係を'.?!dべた.

温床と繁殖力との関係

JJ-班 Bl-'IIftl川;の仰糸がネダニの放Ei'･1Iこ過当になる
まで 27oCに伴った役,おのおのの別lfE.1'川 1.にネ//二
を入れ 17,20,23および 26oCの斑tTd共作にJ,tいて繁

雑した親ダニ数をかぞえた.化の誠映失脚 ま--illに弊

ずる.

Table3. Influenceoftemperatureonpopulation
growthofthebulbmite.

･e-perature(｡C)il｡Dar昌aft2e.rin2C5ubaShon
26

23

20

17

ミカンミド1)カt='梢L-1I'がよかった.
3) ネダニの班別とnAlllとのIiU係は 17-260ca)JTqi

州内では約mの%'i机教には大別 まないが.26qC別lf
r<に九･いてJ止もすみやかに班別し,3oC下YJごとに約

5｢Iのおくれがみられた.
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R占stlm6

}_5_ Massrearingofthebulbmite,RhizoglyPhus

360 400 473 334 139 63 cchinopLLSFumouzeetRobin,wastestedinPetri

57 364 489 492 347 266 dishusingfourdifferentkindsofagarculture

5 85 434 558 538 513 media,eachofwhichwasinoculatedwithnine

5 5 21 315 456 555 differentkindsofplan上pathogene.Theinfluence

結果 袈3にしめすごとく26oC飼fl'区では10日日

で360匹となりすみやかな光軸'がみられるが,3oC下

るごとに1R舛親ダニ数は約5日のおくれがみられるよ

うである.しかし放雷光神教には大差なく,かえって

低配のため飼Tffhy･兆の分lrl卒が少ない 20,1rC飼ff区

においてまさる帆句がみられる.

総 括

1) ネダニのペト])皿による黙Jt:飼Tfはジャガイモ

伽 山にミカンミド])カビ捕菌を抜班し,尉糸が堪天培

地の=LRVu-を 70-8070'ぉぉったところでネダニを放銅

するのがよい.

2) ネダニの食性はきわめて広いものと考えられる

が,寒天培地をもちいる銅だにおいては不完全南郊,
子のう菌類に属するものを好むようである.ネダニ放

飼後の観察の難易を考臆した場合鵬試菌現のうちでは

ofsortsofagarculturemedia,plantpathogenes

andrearlngtemperatureupon thepopulation

growthofthemitewereinvestigated. The

highestpopulationgrowthwasobservedinthe

mediaofpotatodextroseagarinoculatedwith

Per,iciLh'tLm dl'gil(ltum Sacc,wherethedirect

observationofthemitewasalsoveryconvenient.

Itwasmostsuccessfulthatthebulbmitewas

introducedintoPetridisheswhenmyceliacover･

edwith70-80percentofsurfaceofagarculture

medium.Maximumnumberofadultattainedin

eachdishwasalmostthesameatanytemperature

of17,20,23and26BC. Thepopulationgrowth

was,however,fasterathightemperaturethan

lowtemperature. Lowtemperaturewasrather

betterthanhightemperatureforkeepingthe

adultbulbmiteforlongtime.

DDT･ReSiStanCeintheSo･cal]ed"Taknt8uki''StrainoHheCommonIIou8eFly,MILeCLtdomeB･

I.'cavEcina.ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayofInsecticides.XXIX.

SumioN ô̂ Ŝ wA (IharaAgriculturalChemicalslnstitutc,Simizu). ReceivedJuly28,1962.

BoL)･tL･Ifagr!l･tL,27,67,1962.(withEnglishrisum6,74).

ll. いわゆる高槻系イエバエの DDT抵抗性 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼符に関する言卯月超
･ilTS29M l長沢純火 (イハラ出水研究所)37.7.28受理

いわゆる苅槻系イエバェのDDTに対する抵抗性はかなりたかいという紡論に達しているが.1959

咋5JjにJIJ'(系統から分離された高槻系の13nii団は,その後の約2年余の間に,飼育場所によりかなり

ことなつT=ものに変っていて'これらの示す1雌あたt)のLD50は0.73-43.85FLgの範臥 こあった.
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